
































































































































































































































































































年報『非文字資料研究（7）』2011 年 3 月、大里浩秋・冨井正憲「在
華紡の居住環境について－上海の事例－」『神奈川大学「人類文
化研究のための非文字資料の体系化」研究成果報告書 環境に刻





学研究院紀要』第 24 号 2013 年、中野茂夫・平井直樹・藤谷陽
悦「倉敷紡績株式会社の寄宿舎・職工社宅の推移と大原孫三郎
の住宅施策―近代日本における紡績業の労働者住宅（その 1）」『日
本建築学会計画系論文集』 76（659）、2011 年 1 月、丸山信彦・
藤谷陽悦「鐘ヶ淵紡績・兵庫工場の福利厚生に関する一考察」『日
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年代は 1920 年代～ 1936 年頃と考えられている。
この社宅には正門を入った正面に旧支店長宅が現存し
ている（6）。敷地内には日本人向け住宅と中国人向け住宅
が共に現存しており、前者は敷地の南側に、後者は北側
られている。そして、日本の郊外住宅地化の要因のひと
つに、この田園都市論の影響が挙げられている。また、
ハワードの田園都市論のルーツのひとつは、博愛主義者
で紡績工場主のロバート・オーエンによって提唱された
工場村の存在であった。この工場村とは、郊外に移築し
た近代的工場に働く従業員のために企業側が用意した住
宅（社宅）とともに学校や病院、あるいは教会、店舗といっ
た諸施設の整った住宅地のことであり、この在華紡の社
宅群も、まさにこの工場村に匹敵するものともいえる。
そして、両氏の研究は、建築史分野の研究がどちらかと
いえば日本国内の企業を対象に行われてきた社宅研究
を、中国に進出した日本企業へと広げたものともいえる
ように思う。そして、こうした海外に視野を広げたこと
により、研究テーマ自体が広がりを持つことができるよ
うになったように感じられる。すなわち、同じ日本企業
でありながら、国内で手掛けた施設と海外での施設の計
画が同じものといえるのか？といった問いに象徴される
“比較”という視点が新たに加わったからである。大里・
冨井両氏の研究により在華紡が工場村を用意し、日本人
とともに中国人の生活環境の保護を積極的に進めていた
ことがうかがえるが、では日本ではどうだったのか、そ
の計画性や建築そのもののデザインなどの質には差異が
あるのか、など様々な課題が浮かび上がる。当面は、こ
うした“比較”による研究の深化が求められるように思う。
なお、今回の視察では在華紡の旧社宅群とともに、上
海では日本人たちが集中して住んでいた虹口地区を散策
した。そこにもかつての日本人の住宅遺構である独立住
宅や集合住宅が多数存在していた。詳細は不明だが、当
時の建築図面の入手は難しいという。しかし、建築があ
れば実測で図面化できる。異国の地で日本人たちはどの
ような生活をめざしたのか、こうした住宅もまた当時の
日本国内のものと比較し、研究すべき対象といえる。個
人的興味からいえば、こうした住宅調査も非文字研究の
ひとつとしてぜひ進めたいと思う。
上海在華紡社宅および関連施設予備調査の報告
須崎　文代
今回の調査では、上海在華紡社宅関連施設として、楊
樹浦路地区に現存する裕豊紡績・楊樹浦路社宅および裕
豊紡績工場と、同じく楊樹浦路地区の公大紡績・楊樹浦
路社宅の現地視察を行った。併せて、戦前期の上海にお
ける居住環境の事情を確認するため、虹口地区（共同租
